
第４号様式（第９条関係）

年 4 月 1 日

日進市議会議長 　宛て

議員名

年度政務活動費収支報告について

日進市議会政務活動費の交付に関する条例第９条第１項に基づき、別紙のとおり

令和8

令和7

吉野　ゆうと

令和7年度政務活動費収支報告書を提出します。



令和7年度政務活動費収支報告書

議員名

　　政務活動費 円

円

（単位：円）

円

広　聴　費 1,260 意見交換会の開催

合　　　計

0

0

0

27,280

112,795

書籍の購入

要請・陳情活動費

会　議　費

資料作成費

資料購入費

調査研究費

研　修　費

広　報　費

84,255

２　支　　出

１　収　　入

吉野　ゆうと

37,205

112,795

150,000

備　　　考項　　　目

0

0

金　　　額

３　残　　額

GRサミット、SDGs week
EXPO、サーキュラーエコノ
ミーEXPOへの参加



参考　第１号様式

議員氏名

令和7年度政務活動費に係る事業実績報告書を次のとおり提出します。

調査研究費
令和7年

4月 12日 GRサミット 別紙参照

12月 10日 SDGs Week EXPO 別紙参照
～12日

令和8年
3月 18日 サーキュラー 別紙参照

エコノミーEXPO

広聴費
令和8年 意見交換会 「第2回10代20代の未来をつくる世代と

3月 24日 吉野ゆうとの意見交換会」と称して、
道の駅マチテラス日進の多目的室にて
実施をした。
参加者は2名。一般質問等の活動報告をし、
その後は意見交換の時間とした。

書籍購入費
令和7年 「風の谷」という 著者：安宅和人

9月 8日 希望　残すに値 持続可能な街づくりのヒントを多様な角度
する未来をつくる から著している。文化、自然、インフラ、

ヘルスケア、農業など未来を見据えて
どうするべきか提案する書籍。

令和8年 ゼンリン住宅地図 議案や土木要望などで道路等を確認する際、
2月 27日 B4判　 本地図を活用するために購入した。

愛知県日進市 各課や区等でも用いられているゼンリンの
地図で確認・共有するのは効率的である。

政務活動事業実績報告書

吉野　ゆうと

年　月　日 事 業 名 事 業 概 要 及 び 成 果 等

（注）使途基準の項目別に記載すること。



参考 第５号－２様式 
 
 

調査視察等の報告書 

 令和７年 ５月 ２日  

 

 日進市議会議長 小野田利信 様 

 

                    

議員氏名   吉野 ゆうと 

                    

実施年月日 

     令和７年 ４月 １２日 

            

 

行き先 

東京都渋谷区 

スクランブルスクエア 15F 

目  的 

以下のイベントに参加をするため 

日本 GR サミット 2025 

～ルール案件づくりに私も参加したいと思える社会をつくるために～ 

 

報告事項 

別紙参照 

 

 

 

 

 ※別添資料 

 



 GR サミットの GR はガバメントリレーションズの略であり、ここでは特に各自治体が

企業や団体、また市民との関係をどう構築し、各地域の社会課題解決や利益達成に寄与

するかという議論が行われた。 

例えば、群馬県知事の山本一太氏は株式会社笑下村塾の協力のもと、高校生のリバー

スメンター制度を導入することで若い世代からの意見を聴取する仕組みの紹介があっ

た。山本知事自らの事例紹介もあったが、高校生の提案である eスポーツの企画が実際

に実行されているなど、大変参考になる取り組みであった。古賀市の田辺市長も同じく

リバースメンターの導入事例を紹介し、特に基礎自治体においては小中学校とのつなが

りがあるが、高校生との接点がないために、有益な意見を収集する方法として意義深い

という。日進市においても市との接点が高校生・大学生とは少ないと考えられ、彼らの

声を拾えているかは再検討の必要がある。 

また三宅町の森田町長はシェアリング自転車の仕組みを近隣自治体と一緒に導入す

ることで、調達・運用コストを下げる取り組みの紹介をしていた。ガバメントリレーシ

ョンズの対象は、必ずしも対民間のみならず、他の自治体との間でも発生する。広域連

携はコスト削減に有効であり、日進市も取り組みは複数あるものの、より積極的に実施

することを期待したい。 

その他にも過疎地域の図書館内にブックオフが出店することで、書店のなかった自治

体で書籍が購入できるようになった事例が小金井社長から紹介された。各地で多くの事

例紹介がされており、まさに官民共創の事例は枚挙にいとまがない。自治体によって事

例は異なるが、連携する民間企業は必ずしもその自治体内にあるものに限られない。リ

ソースのある企業を見つけてくることも、官民共創で重要である点だ。ブックオフの事

例では地域貢献をすることによる効果で、社内の雰囲気も向上したといった話もあり、

売上等に限らず、民間企業へのメリットも複数あるだろう。 

また日本継承寄付協会の代表理事・三浦氏の話より、税外収入として「遺贈寄付」の

可能性も提示された。高齢者の相続の規模は年間 50 兆円にも及び、相続のタイミング

で子孫のいる都心部へ資金が流出するという見方もできるとのことだ。これも以前より

日進市も積極的に取り組むべきと考えていたため、重要性を再認識することができた。 

 私もセッションに参加をしたが、こうしたガバメントリレーションズには SNS の使い

方も重要である。実際に市民の方からの声をInstagramのDMからいただくこともあり、

SNS 上でも複数の市内企業のアカウントや各経営者とのつながりもある。一方で誹謗中

傷や切り取った情報の拡散リスクもあり、世代ごとに使用するサービスが異なること等

も運用を難しくする。今後も新サービスが誕生する中で、常に政治家は各機関・市民と

関係構築するための研究が必須であると再認識をした。 



調査視察地等の報告書 

 令和 7 年 12 月 16 日 
 

 日進市議会議長 福安 淳也 様 

 

                    

議 員 名    吉野 ゆうと 

                    

実施年月日 

   令和７年 １２月 １０日から 

              ３日間 

        １２月 １２日まで 

行き先 

 

東京都江東区 東京ビックサイト 

目 的 以下のイベントに参加するため。 

ＳＤＧｓ Ｗｅｅｋ ＥＸＰＯ ２０２５ 

エコプロ／カーボンニュートラルテック／ 

自然災害対策展／社会インフラテック／ 

サーキュラーパートナーシプＥＸＰＯ 

企業版ふるさと納税パビリオン 

報告事項 

別紙参照 

 

 

 

 

 

 

 ※別添資料 

 



SDGs Week EXPO 2025(通称 エコプロ)は、日本経済新聞社等が主催であり、内

閣府や経産省、文科省、環境省などが後援する企画展であった。「サーキュラーパ

ートナーシップ」「カーボンニュートラルテック」などセクションごとに企業・団

体・自治体等が企画ブースを出展し、メイン４会場でセミナー形式の講演やピッ

チ等が行われていた。 

 様々な先進的な取り組みを学び、どれも日進市に持ち帰りたいものばかりであ

ったが、予算の都合上、実際の導入にはハードルが高いことも推測される。市民

建設委員会の視察で「おむつのリサイクル」に関心を持ったが、ここにも関連企

業が複数出店しており、仕組みなど解像度を高めることもできた。 

 大手リユース企業が推進する「おもちゃ」「スポーツ用具」「衣類」などの回収

ボックスは、導入費用が自治体にとっては無料とのことで、特に注目をした。「燃

えるゴミ」で捨てていたものを回収して再利用を試みてもらえることに加え、ご

みの焼却量が削減されれば、焼却炉の長寿命化にもつながる。回収したものは国

内外でリユースされる場合もあれば、適切に分類されてリサイクルされる。類似

の事例では「ヤクルトの空きボトル」や「シャンプー等の詰め替えパウチ」を回

収してリサイクルする事業者もいて同様に関心があったが、連携にはハードルが

高い感触を持った。また愛知県立芸術大学の出展では、土に戻るジーンズやプラ

スチックを展示しており、地元の大学の研究や活躍を再認識する機会ともなった。 

 自治体としては愛知県東三河総局が山林活用をテーマに企業に連携を呼びかけ

るブース出展をし、兵庫県、岡山県は大きくスペースを借りて(SDGs に関連する)

県内事業者のブース出店の機会としていた。特に注目すべきは「企業版ふるさと

納税パビリオン」というゾーンがあり、千葉県白井市や石川県八尾市などは各自

治体の企業版ふるさと納税のメニュー紙を配布し、その場で企業に営業をしてい

たことだ。ステージでも「自治体・省庁の担当者によるピッチプレゼン！」とし

て、まさに担当者が企業版ふるさと納税を募集する事業等を開設・呼びかけする

場面もあった。サーキュラーエコノミーも SDGs の新規取り組みも新たな財源確保

が必要であり、その手法の 1 つとして、本制度を活用するという狙いだ。 

 会場には小中高生が社会見学として来場する様子も見られた。本展示会は毎年

あると思われ、いくつかの企業は社会見学向けの展示をしており、クイズ形式で

説明をしたり、実際に新素材に触れるなど学生たちの人気を集めていた。小中高

生にとって、とても良い学びの場になっているだろう。 

 多岐にわたる企業・団体と意見交換等をし、多くの知見を獲得する機会となっ

た。各企業・団体は創意工夫の上で、日々、改良開発を行っていると再認識でき

た。しかし正直、最先端の技術などは我が市での実装にはまだ時間を要すると推

測されるものも多く、早くに社会実装されることを強く望むとともに、行政側も

実証実験等で適切なタイミングで共に創り上げる姿勢が重要であるとも感じた。

いくつかあった現実的に検討できるものに関しては、適切な整理をした上で、執

行部側への提案をしていきたい。 

 また、後日に改めての意見交換をする約束や、オンラインセミナー等の案内も

あったため、本視察をきっかけに引き続き、より良い日進市を考える上での学び

を深めていきたいと思う。 



調査視察地等の報告書 

令和８年 ３月 ２４日  
 

 日進市議会議長 福安淳也 様 

 

                    

議 員 名   吉野 ゆうと 

                    

実施年月日 

 

       ３月  １８日 

行き先 

 

東京都江東区 東京ビックサイト 

目 的 以下のイベントに参加するため。 

 

サーキュラーエコノミーEXPO 

報告事項 

別紙参照 

 

 

 

 

 

 

 ※別添資料 

 

 



報告事項 

サーキュラー・エコノミー EXPO、脱炭素経営 EXPO を視察した。サステナブル

経営 WEEK と同時開催となっており、「水素・燃料電池展」「太陽光発電展」「二次

電池展」「スマートグリッド展」「バイオマス展」なども開催されており、こちら

も視察した。東京ビックサイトの東・西・南の建物を利用した大規模な EXPO であ

り、自治体公共向けの EXPO よりも海外企業の出展や外国人参加者が多く見られた

のが印象的であった。 

 規模の大きいプロダクトや専門性の必要な展示も多かったが、例えば太陽光パ

ネルの技術革新が急速に進んでいることが分かった。当然だが、エコドームの上

についている古いパネルの新品状態のものよりも、今の製品の方が圧倒的に発電

量は多い。また 3 年に 1 回の埃除去などのメンテナンスが望ましいとのことだっ

たが、日進市の管理状況がどのようか確認をしたい。 

 横浜市では小中学校 15 校の屋上に太陽光発電設備を設置し、平日は各施設で消

費されるが、特に土日などは余剰電力を売電している。その際にオフサイト PPA

の仕組みを使って、市内事業者（一般の事業所や店舗）に電気供給をしていると

のことだった。これから 53 学校を対象に進めていくとのことだ。これは停電を伴

う非常時の防災用電源にも活用できる。日進市においての売電の状況や、特に公

共施設の新設の際のそういった脱炭素の取り組みがある際には、設備の確認と共

により良い制度設計がないかを確認したい。 

 他には自治体向けには脱酸素による CO2 排出量削減のモニタリングシステムや、

サステナビリティ推進の専門メディア、脱炭素に配慮した行政サービスを受ける

際に市民に可視化されるアプリなどがあった。カーボンクレジット等の活用につ

いては、あるサポート会社経由だけでも 85 の自治体が取り組んでいるとの話もあ

り、さらに調査したいと思った。また廃油や下水道汚泥を活用したバイオマス発

電の事例紹介もあったが、これらにおいては日進市で既に業者を通じて実施をし

ており、本市ではしっかりと取り組めていたことを再認識もできた。 

 再配達防止のための宅配ボックス設置によって、CO2 削減につながるというブ

ースもあった。大府市が設置を促進する補助金を設けていると聞いたことがある

が、必ずしも IT や最先端の技術でなくとも環境負荷削減に貢献する術がある。 

 ミニセミナーでは需給調整市場について学んだ。売電のタイミングで電気の価

値が変わるわけだが、大型蓄電池を設置することで価値の低い時に蓄電し、高い

時に売電する仕組みだ。ケースによっては設置費用を数年で回収できるとの話も

あった。公共施設に消費以上の太陽光パネルを設置する際には、そうした税外収

入確保にもつながる取り組みとして覚えておきたい。 

 配布資料を QR コードにして紙の使用量を削減したり、海洋プラスチックを利用

したノベルティボールペンを渡す企業がいるなど、環境負荷に配慮した取り組み

も印象的だった。他にも北陸３県では EXPO 内で企業誘致の取り組みブースを出展

し、EU や台湾の政府系ブースもあった。各地域の特色が分かり、興味深かった。 



参考　第３号様式（第１３条関係）

ＮＯ１

議員氏名 吉野　ゆうと

388

調査研究費

調査研究費

調査研究費

調査研究費

参考第2号様式調査研究費

86,449 3調査研究費

参考第2号様式調査研究費

85,673 参考第2号様式

参考第2号様式調査研究費

星ヶ丘→岩崎神明 390 調査研究費

広聴費意見交換会（3/24）会場費 1,260

37,205

60,421

名古屋⇔新橋

390

270

21,120

38,911

38,641

39,301

38,253新橋→東京ビックサイト 388

調査研究費

東京ビックサイト→新橋

令和7年度政務活動費会計帳簿

（単位：円）

合　計

R7年4月18日

4月12日

4月12日

4月12日

4月12日

4月12日

年月日 摘　　　要

星ヶ丘→岩崎神明

岩崎神明→星ヶ丘

収　入 支　出 残　高
 領 収 書
 番 号

150,000

参考第2号様式

参考第2号様式

参考第2号様式

参考第2号様式

12月7日

270

3月18日

3月18日

3月18日

3月18日

270

21,120

書籍購入

名古屋⇔新橋 21,120

星ヶ丘→名古屋 270

ホテル代

東京ビックサイト→新橋 388

新橋→東京ビックサイト

12月11日

12月12日

12月12日

岩崎神明→星ヶ丘 390 149,610 参考第2号様式

令和7年度交付分

星ヶ丘→名古屋

3月18日

3月14日

12月12日

9月8日

12月10日

12月10日

12月10日

12月10日

12月10日

12月11日

名古屋⇔東京

名古屋→星ヶ丘

107,569 参考第2号様式調査研究費

新橋→東京ビックサイト

4調査研究費

参考第2号様式127,950270

149,340 参考第2号様式

150,000

参考第2号様式調査研究費

東京ビックサイト→新橋 388 84,897 参考第2号様式調査研究費

1

390 127,560 参考第2号様式

390 107,839 参考第2号様式調査研究費

5,500 122,060 2資料購入費

名古屋→星ヶ丘 270 83,851 参考第2号様式調査研究費

参考第2号様式

6

岩崎神明→星ヶ丘

星ヶ丘→名古屋

150,000 112,795 37,205

調査研究費37,595

7

37,865

名古屋→星ヶ丘

科　目

調査研究費

調査研究費

調査研究費

調査研究費

調査研究費

388 86,061

128,220

13,831 108,229

東京ビックサイト→新橋 388 84,121

調査研究費

新橋→東京ビックサイト 388 85,285

388 84,509

3月4日

参考第2号様式12月12日

R8年2月27日 書籍購入 21,780 61,681 資料購入費 5

参考第2号様式

星ヶ丘→岩崎神明 390 83,461 調査研究費

3月18日



参考　第６号様式

旅費精算内訳書

年 4 月 12 日 ～ 年 4 月 12 日 （ 泊 1 日 ）

交 通 費 内 訳

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

円

円

円

円

円

※　種別は、飛行機、ＪＲ、鉄道、地下鉄、バス、車　等を記入のこと。

日本GRサミット2025に参加するため

東京都渋谷区スクランブルスクエア15階

吉野　ゆうと

特急料金／

特急料金／ 6,380円

特急料金／

特急料金／

特急料金／

星ヶ丘

名古屋

東京

名古屋

星ヶ丘

岩崎神明

名古屋

星ヶ丘

→

→

交通費小計

宿　泊　料

実績合計額

政務活動費充当額

差　引　額

22,440

22,440

22,440

0

←→ (運賃／ 特急料金／

／ ←→ (運賃／

特急料金／

／ ←→ (運賃／

←→ (運賃／ 特急料金／

←→ (運賃／

390円

(運賃／ 270円

特急料金／

特急料金／

令和7 令和7

(運賃／

→

→

岩崎神明

星ヶ丘

名古屋

東京

明　　　　細

(運賃／ 4,180円 特急料金／ 6,380円

(運賃／ 4,180円

→

目　　的

行 き 先

JR

地下鉄

バス

期　　間

氏　　名

12

月日 種別

バス

地下鉄

JR

金　額（円）

／

4

390

270

10,560

10,560

270

390→

←→

←→

←→

特急料金／

(運賃／ 270円

(運賃／ 390円

(運賃／ 特急料金／

(運賃／ 特急料金／

(運賃／



参考　第６号様式

旅費精算内訳書

年 12 月 10 日 ～ 年 12 月 12 日 （ 2 泊 3 日 ）

交 通 費 内 訳

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

円

円

円

円

円

※　種別は、飛行機、ＪＲ、鉄道、地下鉄、バス、車　等を記入のこと。

政務活動費充当額 38,599

差　引　額 0

交通費小計 24,768

宿　泊　料 13,831

実績合計額 38,599

390バス 星ヶ丘 → 岩崎神明 (運賃／ 390円 特急料金／

10,560

12 地下鉄 名古屋 → 星ヶ丘 (運賃／ 270円 特急料金／ 270

／ JR 新橋 → 名古屋 (運賃／ 4,180円 特急料金／ 6,380円

388

12 地下鉄 東京ビックサイト → 新橋 (運賃／ 388円 特急料金／ 388

地下鉄 新橋 → 東京ビックサイト (運賃／ 388円 特急料金／

11 ←→ (運賃／ 特急料金／

／ ←→ (運賃／ 特急料金／

388

12 地下鉄 東京ビックサイト → 新橋 (運賃／ 388円 特急料金／ 388

地下鉄 新橋 → 東京ビックサイト (運賃／ 388円 特急料金／

388地下鉄 東京ビックサイト → 新橋 (運賃／ 388円 特急料金／

10,560

10 地下鉄 新橋 → 東京ビックサイト (運賃／ 388円 特急料金／ 388

／ JR 名古屋 → 新橋 (運賃／ 4,180円 特急料金／ 6,380円

390

12 地下鉄 星ヶ丘 → 名古屋 (運賃／ 270円 特急料金／ 270

バス 岩崎神明 → 星ヶ丘 (運賃／ 390円 特急料金／

期　　間 令和7 令和7

月日 種別 明　　　　細

氏　　名 吉野　ゆうと

目　　的 SDGs Week EXPO 2025 に参加するため

行 き 先 東京都江東区　東京ビックサイト

金　額（円）



参考　第６号様式

旅費精算内訳書

年 3 月 18 日 ～ 年 3 月 18 日 （ 泊 1 日 ）

交 通 費 内 訳

）

）

）

）

）

）

）

）

円

円

円

円

円

※　種別は、飛行機、ＪＲ、鉄道、地下鉄、バス、車　等を記入のこと。

期　　間 令和8 令和8

月日 種別 明　　　　細

氏　　名 吉野　ゆうと

目　　的 サーキュラーエコノミーEXPO に参加するため

行 き 先 東京都江東区　東京ビックサイト

金　額（円）

390

3 地下鉄 星ヶ丘 → 名古屋 (運賃／ 270円 特急料金／ 270

バス 岩崎神明 → 星ヶ丘 (運賃／ 390円 特急料金／

／ JR 名古屋 → 新橋 (運賃／ 4,180円 特急料金／ 6,380円

18 地下鉄 新橋 → 東京ビックサイト (運賃／ 388円 特急料金／

地下鉄 東京ビックサイト → 新橋 (運賃／ 388円

10,560

388

388

バス 星ヶ丘 → 岩崎神明 (運賃／ 390円 特急料金／

10,560

特急料金／ 270地下鉄 名古屋 → 星ヶ丘 (運賃／ 270円

→

→

390

特急料金／ 6,380円

／

→

／

→

政務活動費充当額 23,216

差　引　額 0

JR 新橋 → 名古屋 (運賃／ 4,180円

交通費小計 23,216

宿　泊　料

実績合計額 23,216



参考　第２号様式（第９条関係）

領収書等を徴し難い事情があった支出の明細書

議員氏名 吉野　ゆうと

注「支出の目的」の欄には、支出の目的（乗車券、講師謝金等）を記載ください。

270円 乗車券 名古屋市営地下鉄8年3月18日

名古屋市営地下鉄

388円 ゆりかもめ

8年3月18日 388円 乗車券 ゆりかもめ

7年12月12日

乗車券

乗車券

8年3月18日

8年3月18日

8年3月18日

390円

270円

7年12月10日

7年12月11日

7年12月12日

7年12月12日

7年12月12日

ゆりかもめ388円

乗車券

乗車券

乗車券

270円 名古屋市営地下鉄

390円 名鉄バス

名鉄バス

ゆりかもめ

ゆりかもめ

388円

388円

388円

390円 乗車券 名鉄バス

7年12月10日

7年12月11日 388円 乗車券 ゆりかもめ

388円 乗車券 ゆりかもめ

乗車券

乗車券

乗車券

乗車券

ゆりかもめ

乗車券 名古屋市営地下鉄

390円 乗車券 名鉄バス

7年12月10日

7年12月10日

390円 乗車券 名鉄バス

270円 乗車券 名古屋市営地下鉄

支出年月日 支出の金額
（円）

支出の目的
 領収書その他の支出を証す
 べき書面を徴し難かった事
 由

8年3月18日

390円 乗車券 名鉄バス

270円 乗車券 名古屋市営地下鉄

270円

7年4月12日

7年4月12日

7年4月12日

7年4月12日










